
（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

２００８ 年度（平成 ２０年度）学校評価自己評価表                         No.1 

最終更新日 ２００８年（平成２０年） ４月１８日    校番 ２３ 福山市立  城 西 中  学校 

１ 学校教育目標 

校訓 「挑戦・絆・創造」 
『自主性を確立し，心豊かで主体的に行動する生徒の育成』 

２ 経営理念 
（１）地域社会における自校の使命（ミッション） 
 学校教育目標『自主性を確立し，心豊かで主体的に行動する生徒の育成』に基づき，「安心して

明るく生き生きと生活できる学校」をめざし，生徒が「来て良かった」，保護者が「行かせて良か

った」，地域が「あって良かった」，職員が「勤めて良かった」と言えるような，全ての人々から愛

され必要とされる学校づくりをめざす。 
（２）使命の追求を通じて実現しようとする自校の将来像（ビジョン） 
１ 基礎・基本の確実な定着と，生徒の個性・能力・特性を伸ばす教育の充実。 
２ 「絆づくり」を通して，豊かな心を育て，「心身ともにたくましい生徒」の育成。 
３ 教職員一人一人が指導力の向上を図り，わかりやすく意欲の持てる授業づくりの創造。 
４ めざす生徒像 
① 課題克服に向け，意欲をもって学ぶ生徒。 
② 友だちを大切にし，思いやりの心を育む生徒 
③ 自ら考え，責任を持って行動する生徒。 

３ 自校の現状分析 

 
１ 基礎基本定着状況調査の結果は，３教科とも県平均を下回っている。学習習慣の確立と基礎・

基本の確実な定着が課題であり，個に応じたきめ細かい指導も必要である。 
２ 校内授業研究体制が不十分であり，生徒の学習習慣の確立とともに指導方法の工夫改善に努め

る必要がある。 
３ 教職員が一層の指導力向上に努め，学校が組織として機能する組織づくりが必要である。 
４ 生徒同士，生徒と教職員の信頼を深め，絆を強めるような活動を充実させ，生徒指導上の課題

を克服する。 
５ 不登校生徒が昨年度９名（クラス平均１名）である。チーム支援と学校体制で取組んでいく必

要がある。 
６ 「書く」能力に課題がある。全教育活動を通して取組むことが必要である。 
７ 生活規律に課題がある。「挨拶」と「授業規律」を起点にして取り組む。 
  

 ４ 研究主題 
（１）研究主題 

 
 

「学習習慣の定着を図り，生徒が主体的に学習する授業づくり」 
 
 
 

（２）研究指定 
指 定 事 業 名 等 期 間 
県 
県 
市 
市 

生徒指導研究推進校 「不登校」 
中学校２・３年生への習熟度別指導「国語」「英語」 
少人数指導推進支援事業「数学」 
教育研究支援事業「特別活動」 

２００８年（平成２０年） 
２００８年（平成２０年） 
２００８年（平成２０年） 
２００８年（平成２０年）～

２０１０年（平成２２年） 

５ 今年度の重点目標と設定理由 

重 点 目 標 設 定 理 由 
① 基礎・基本の確実な定着 
 
 
② お互いの信頼を深める絆づく
り 

① 確かな学力の育成は、学校教育の使命である。指導力
の向上を図り、わかりやすく生徒が意欲の持てる授業

づくりを創造していく必要がある。 
② 「絆づくり」は、本校の校訓であり、生徒の健全な育
成と信頼される学校づくりに向け、生徒指導の基底と

して捉えている。 

６ 評価基準 

評価・指標評価 基        準 
Ａ・ａ １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた 
Ｂ・ｂ ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた 
Ｃ・ｃ ６０％以上８０％未満の達成度 ある程度目標を達成できた 
Ｄ・ｄ ４０％以上６０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった 
Ｅ・ｅ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった 
・ 自己評価（中間）の基準は，１０月２０日までの計画に対する達成状況とする。 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

  最終更新日 ２００８年（平成２０年） ４月１４日                       ２００８年度（平成２０年度） 校番 ２３  福山市立 城西中 学校  No.（ ２ ） 

７ 目標・評価項目・指標等の設定と評価 

市重点 
目 標 
年
目 中期経営目標 重 

点 分類 短期経営目標 （  ） 
評価 

評価項目・指標等 
（△成果 ▽取組み ◇成果と取組み に着目） 

(  ) 
指標 
評価 
□ 評価項目・指標等 ○ 短期（中期）経営目標 の達成状況 
◎ 改善方策 

 新規 ①学習規律を整える 
 
▽①学習環境を整えてから、授業を始める。

（机、ゴミ、授業道具） 

  
 

 見直し 
②授業中生徒全員がノ

ートを取り、落ち着

いて授業をする。 

 
◇②全員がノートに書く。定期的に点検し、指

導・評価をする。ノートを書く生徒９０%以
上。 

  

２ 
学習習慣の定着

と基礎・基本の徹

底を図る。 

★ 見直し ③家庭学習をする生徒80%以上にする。 

 
◇③組織的に宿題を出し、宿題を提出する生徒

を80%以上にする。 

  
 

 継続 
①生活記録「坂道」の指

導を積極的に行い、書

く力を身につける。 

 
◇①「坂道」の提出率を80%以上にし、コメン
トを記入しながら、書き方の指導する。 

  

Ⅰ 

確 

か 

な 

学 

力 

２ 豊かな表現力の
育成を図る 

 継続 

②学校行事・集会等で、

自分の考えや意見を

まとめ、わかりやすく

発表できる。 

 

▽②学校行事、集会の意見発表は、原稿を見な

いで行う。（90%以上） 

  

 見直し 

①自主的・自治的な体験

活動を仕組み、「絆づく

り」と自己指導能力を

育成する 

 

◇①各種体験活動を生徒の自主的な活動を仕組

み、記録と自己評価をさせる。 

  

２ 

お互いの信頼を

深める「絆づく

り」と体験活動の

充実を図る。 
★ 新規 ②不登校生徒の前年度  

 比60%以下にする。 

 
▽②不登校生徒に対し、チーム支援を実施し、

２日欠席は電話連絡、３日欠席は家庭訪問を

する。 

  
Ⅱ 

豊 

か 

な 

心 

２ 健康教育の充実
を図る。  新規 ①基礎的体力の向上に

向けた実践を行う。 

 
◇①体力テスト個人記録カードを活用し、年間

を通した計画的な体力づくりを行う。 
 県平均を上回る種目50%以上。 

  

 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

最終更新日 ２００８年（平成２０年） ４月１４日                       ２００８年度（平成２０年度） 校番 ２３    福山市立 城西中 学校  No.（ ３ ） 

７ 目標・評価項目・指標等の設定と評価 

市重点 
目 標 
年
目 中期経営目標 重 

点 分類 短期経営目標 （  ） 
評価 

評価項目・指標等 
（△成果 ▽取組み ◇成果と取組み に着目） 

(  ) 
指標 
評価 
□ 評価項目・指標等 ○ 短期（中期）経営目標 の達成状況 
◎ 改善方策 

Ⅱ
豊
か
な
心 

２ 

子どもの自立を

育成する積極的

な生徒指導の充

実を図る。 

 

新規 
①規律３要素（挨拶・時

間・環境）の徹底を図

る。 

 
△①・自主的に挨拶できる生徒80%以上。 
  ・遅刻をしない生徒90%以上。 

  
 

▽①指導主事を招聘し、各教科１回以上授業研

究をする。 

   

継続 ①意欲が持て、わかる「授
業づくり」を推進する。 

 

▽②各種研修会へ年３回以上参加し、A４用紙
１枚にて、まとめの報告をする。 

  

Ⅲ 

力 

量 

あ 

る 

教 

職 

員 

２ 

指導力や専門性

を高める研究・研

修・実践力を図

る。 

 見直し 

②学校教育目標を達成す

るために、組織的に動

ける体制づくりを行

う。 

 

▽③運営委員会を月２回開催し、組織的な教育

活動を展開する。各主任は企画書を作成する。 

  

▽①１週間に１回以上通信等を発行する。 
   

継続 
①学校の取り組みや様子

を積極的に情報公開す

る。 

 

▽②１か月に１回ホームページを更新する。 
  

▽①明確な校務分掌表を４月中に作成し、各学

期末に自己評価を行う。 

  

▽②起案システムの確実な実行をし、各主任の

役割・責任を明確にする。 

  

ⅳ 

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校 

２ 

校長を中心とし

て組織的に行う

学校マネジメン

ト 

★ 継続 
②効果的な校務組織と組

織的な運営を確立す

る。 

 

▽③「城西中教育推進計画」ファイルを今年度

中に作成する。 
  

 


